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【プロジェクトの概要等】 

① プロジェクトの概要 

日本列島では、現在、多発する自然災害や地域の変貌によって、持続可能性や多様性が危機的な状

況にある。さらには新型コロナウイルスの蔓延によって、新たな生活様式を取り入れた社会の構築が

求められている。こうした状況はこれまでにはない、新たな社会の創発を促していく必要性があるこ

とを物語っている。一方で、新たに生み出していこうとする社会では、これまでの日々の営みで育ま

れてきた地域の知恵や歴史が凝縮された地域文化を取り入れなければ、自然災害や社会変化などに

適応可能な持続性や多様性を有する、本当の意味での豊かさを創発することはできないだろう。 

そうした課題について、本研究プロジェクトは、さまざまな角度から人間文化研究を推進する各機

関の研究ユニットの連携によって研究をおこない、新たな社会の創発にむけて、情報を発信する。本

研究プロジェクトは、第 3 期におこなわれた広領域連携型基幹研究プロジェクト「日本列島における

地域社会変貌・災害からの地域文化の再構築」を引き継ぐものである（以下、地域文化の再構築）。 

6 年間をかけて実施した地域文化の再構築では、豊かな地域社会を構築するうえで、地域で育まれ

てきた文化の継承と発展が必須であること、突発的な災害や慢性的な人口空洞化によって危機的状

況にあることをすでに提示している研究成果で明らかにした。地域文化の維持のための実践的な関

与と調査研究モデルの構築、さらには地域文化の大切さをどのように地域住民をはじめとする市民

に伝えていくのかについての課題も明らかにした。 

そこで、地域文化の共創と効市民への効果的な展開のための方法論を見出すため、本研究では、地

域文化を継承する社会の創発というテーマに取り組む。 

 

 

② プロジェクトの統括、運営体制  

 プロジェクトは、国立歴史民俗博物館、国立民族学博物館が主導機関となり、プロジェクト全体の

取りまとめと統括を行う。現状、全体をまとめる研究員は歴博に配置される予定であるため、実質的

な事務作業は国立歴史民俗博物館が行う予定である。この二つの主導機関に加えて、国文学研究資料

館、国立国語研究所、総合地球環境学研究所が、機構内参画機関として各々の研究ユニットを構成す

る。各ユニットは全体テーマに添いつつ、各々のテーマのもとに共同研究会を組織し、個別研究を推

進する。ただし４期のプロジェクトでは、ユニット間の連携と研究テーマの並列化をはかるために、

各々の研究現場や研究会に対して、相互的な乗り入れを行い、各々の視点から研究テーマに参与する

ことになる。 

 プロジェクト全体の進捗状況、予算の執行状況については、一年に数回、代表者間でのミーティン

グによって確認を行い、適宜、修正していく。また、成果出版の刊行、テーマに沿った展示の開催、

巡回、国際シンポジウムを含めた全体的な催しのための全体予算を計上しておく。これらは、第３期

の運営方針に基づくものである。 

 



③ 研究テーマ・役割 

・機関名：国立歴史民俗博物館 

・研究テーマの概要・目的：  

「フィールドサイエンスの再統合と地域文化の創発」をユニットテーマとして、多様な研究分

野の協働による調査研究のフレームを構築することを目的とする。研究会では、第 3期のユニット

の研究を踏まえつつ、関連分野における領域横断型研究の検証と総括を行う。そのうえで、既存の

各ディシプリンへのフィードバックのための具体的で実践的な提言を行い、対象社会の文化資源

の創発に向けた協働での調査・研究・発信のフレーム形成を図る。その際、地域における文化財・

資源の制度的側面とナラティブの構築過程に注目しつつ、個別事例についての参与と観察を通し

た実践的研究を行う。 

・機関名：国立民族学博物館 

・研究テーマの概要・目的：  

国立民族学博物館は、「地域文化の効果的な活用モデルの構築」という研究会ユニットを推進す

る。民博は、第 3 期の「日本列島における地域文化の再発見とその表象システムの構築」ユニット

において、地域文化の継承モデルとして、地域文化の再発見・保存・活用の活動をスパイラル的に

連続させていくことで、豊かな社会の構築が図れることを提唱した。一方で、この継承モデルをい

かに市民に認知してもらうのかについて課題があるとした。そこで、本研究では、地域文化をテー

マとした日本国内の地域博物館、台湾の地域博物館の活動、さらには世界各地における地域文化の

継承活動を丹念に調査し、効果的な地域文化の活用モデルの構築を図ることを目的とする。 

・機関名：国文学研究資料館 

・研究テーマの概要・目的：  

「人口減少地域におけるアーカイブズと歴史文化の再構築」のユニットでは、第 3 期の「人命環

境アーカイブズの過去・現在・未来に関する双方向的研究」ユニットの成果をもとに研究をさらに

発展させる。第４期では災害を取り巻くアーカイブズ（公文書や古文書など）について、 過去を

分析し、現在の課題に実践的に取り組み、地域持続・地域貢献の可能性を提起する。地域住民・自

治体・地域の文化施設との研究グループとの連携の中で新たな歴史文化の構築を目指す。具体的に

は福島県の原子力災害被災地域をはじめとした人口減少地域における歴史文化の構築、担い手の

創出、持続的な文化の継承を検討する。 

・機関名：国立国語研究所 

・研究テーマの概要・目的：  

「地域における市民科学文化の再発見と現在」と題して、方言研究（言語地図の作成など）も含

む市民による研究活動＝市民科学文化に光を当てる研究を新しく立ち上げる。市民科学は、学術コ

ミュニティの学界と一般社会のリエゾンであるとともに、アカデミックには実現できない継続的

観察・観測、広範な対象設定により、その活動実績が学術世界から注目されることが少なくない。

近代以後、100年以上の歴史を持ち、学術への貢献や長期的継続・実践にもかかわらず、やや見過

ごされがちな市民科学の歴史と今に光を当て、それを基盤とした地域文化の継承と創発を実現す

る。 

・機関名：総合地球環境学研究所 

・研究テーマの概要・目的：  

総合地球環境学研究所の「自然の恵みを活かし災いを避ける地域文化研究」のユニットは、第 3



期の研究成果をもとに研究をさらに発展させる。第 3期の「災害にレジリエントな環境保全型地域

社会の創生」ユニットでは、多様な自然環境・歴史・文化をふまえ、災害にレジリエントな地域社

会のあり方を検討し、研究成果を発信してきた。一方で、自然の恵みを活かし災いを避ける地域文

化は日本全国で衰退しつつあり、次世代への継承に課題が残っている。そこで本研究では、自然の

恵みと災いに関する地域文化の継承と地域での活用を、日本国内地域において実践する。 

 

 

④ 期待される学術的研究成果とその学術的・社会的意義  

 各ユニットでは、毎年、ブックレットを作成し、最新の研究成果を発信する。この共同研究会のユ

ニットごとに取り組むケーススタディーでは、対象となる地域社会への継続的なフィールドワーク

を実施しており、アクション・リサーチを含めた積極的な連携関係を作りあげてきた。このような研

究体制のあり方は、各々の地域社会が有する固有の文化資源の創発に基づく社会共創コミュニケー

ションの構築を推進するものである。 

次にこれらの研究成果の発信として、本プロジェクトを構成する各々の研究者が属する学会での

発表と論文投稿の横断的な発信を行う。本プロジェクトには、歴史学、アーカイブズ学、民俗学、人

類学、保存科学、生態学、社会言語学といった多様なディシプリンに基盤をおく研究者が参与するが、

各々の学会での発表においては、ユニット間を横断して研究者が共同発表を行うというスタイルも

考えている。これらの作業によって、学会ごとの専門性を深めるとともに、ユニット間でのテーマの

共有による理論と実践の深化を促し、研究の社会還元を促進する。 

さらに学際的研究と国内外の大学等研究機関との連携を視野に入れて、ユニット全体の成果公開

として、3 年目、6 年目に国際シンポジウムを開催し、研究成果の公開と社会還元につとめる。これ

らの国際シンポジウムは、機構本部とも連携して実施する予定である。シンポジウムで語られたプレ

ゼンテーションと討論は、インターネットでの配信を視野に入れた映像記録を行うとともに、各々の

研究テーマを深化させつつ、出版物としても刊行することになる。また、その成果をより広く発信す

るために複数言語による翻訳による出版も行う。 

共同研究会全体としては、「４期の中期的目標」を鑑みつつ、研究の可視化・高度化の実践事例と

して、5 年目に歴博・民博を会場とした連携展示を開催する。この際、各ユニットのフィールドと関

連する博物館・資料館とも連携し、5 年目、6年目にかけて巡回展示を実施する。 

以上の全体的な営みによって、個別のユニットの研究成果を統合し、より広い社会に人文社会科学

の意義と可能性を発信し、研究への理解と地域文化の共創に寄与すると考える。 

  

 

⑤ 若手研究者育成への貢献 

 若手研究者の育成については、すでに文部科学省から指摘されているように、学術の発展のために

は、我が国の未来を支える研究者の養成や資質の向上が不可欠であることは明白である。しかし、現

在、博士課程修了者、あるいは任期付きの若手研究者の多くが、安定した研究職に就く機会に恵まれ

ず、社会的に不安定な立場に置かれている現状がある。こうした問題に対して、本研究プロジェクト

では、各ユニットにおいて、地域文化に関心のあるポストドクター、あるいは総合研究大学院大学の

大学院生など、若手研究者の参加を積極的に促し、研究会での発表はもちろん、学会等での発表も支

援し、若手研究者のキャリアパスの一助をなす。また、研究フィールドとなる地域博物館の若手研究



者とも積極的に交流を図り、彼らの研究会や学会での発表を支援し、これからの地域博物館を担う人

材育成の一助となるよう、研究活動を展開する。こうした若手研究者の本研究プロジェクトへの参加

の取り組みは、研究者としての能力の醸成へつながっていくと考える。 

 

⑥ 達成目標 

・年度ごとの研究成果のパブリッシュ（ブックレットの作成） 

・中間報告と成果報告におけるユニット全体での研究成果出版 

・研究成果の複数言語による発信 

・最前線の研究とリンクした展示による成果発信 

・研究会成果のインターネット上での即時的な発信による可視化・高度化 

・研究実践と研究成果についての映像ドキュメントによる可視化・高度化 

・創発的研究を可能にする共同研究モデルの形成 

 

⑦ ６年間のロードマップ 

※ 主要な研究成果の発信（国際会議、成果物等）を中心に記載 

年度 取組内容 

令和４年度 

① ユニット毎に地域（協定の締結先など）において研究集会を開催 
② 年度末に全体集会を開催 
③ HP/ML等を開設し、調査研究成果の発信 

令和５年度 

① 初年度に開催した全体シンポの成果出版 
② ユニット融合型（複数ユニット参加）の研究集会を開催 

③ ユニットごとに２年間の研究成果に関するブックレットの刊行、ないしは、
調査資料のアーカイブズの公開 

令和６年度 

① ユニット融合型研究集会を開催 
② ユニットごとにこれまでの研究成果に関するブックレットの刊行、ないし

は調査資料のアーカイブズの公開、テーマ展示の開催 
③ 国際シンポジウムを開催し、ユニット単位とユニット間の中間報告 
④ これらのシンポジウムと各々のユニットについての成果に関連する映像記

録を作成し、インターネット上での公開 

令和７年度 

① 中間報告となる全体シンポの成果出版 
② ユニット融合型研究集会を開催 
③ ユニットごとにこれまでの研究成果に関するブックレットの刊行、調査資

料のアーカイブズの公開、テーマ展示の開催 

令和８年度 

① ユニット融合型研究集会を開催 
② ユニットごとにこれまでの研究成果に関するブックレットの刊行調査資

料のアーカイブズの公開 
③ 全体テーマの成果に関する展示を開催 

令和９年度 

① ユニット融合型研究集会を開催 
② ユニットごとにこれまでの研究成果に関するブックレットの刊行、ないし

は、調査資料のアーカイブズの公開 



③ 年度末にこれまでの成果を公表する国際シンポジウムを開催 
④ シンポジウムと各々のユニットについての成果に関連する映像記録を作

成し、インターネット上で公開 
⑤ 全体テーマの成果に関する展示の巡回と図録出版 

 


